



































































































図 2	 ファイリングの基本	 
 
                                            
1 青木（1990: 32-43） 

















 2.1 クリアファイル 
 






















































 2.4 ファイルボックス 
 







































                                            
3 梅棹（1992: 73） 



























（図 5）。スチール製で、1 段から 4 段（A4)、あるいは５段（B5）まで各種あり、高
















































                                            
4 野口（1993）	 このシステムについては、第 2 章で詳しく取り上げる。 
第１章 文房具の話 
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トファイル、パイプ状の綴じ具を用いるパイプファイルの 3 種類があげられている。 








































































































                                            
5 山根（1992: 7-8）	 山根が紹介する梅棹の言葉については、第 2 章で全文を紹介する。 






































































































































 4.3 修正テープ（図 9） 
 


















図 8	 ステープラー各種	 
図 9	 修正液と修正テープ	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合、コピー原稿に塗ると、コピーのトナーが溶けて浮かびあがるという欠陥があった
が、これもクリアーできた。 
	 修正テープの場合、テープを送り出す本体部分がかなり手の込んだ作りになってい
る。そのため、メーカーはテープ部分のみを付け替えられるレフィル形式にしている
ことが多いが、どれくらい定着しているかは不明である。また、テープで貼った上に
文字を書くときは、ボールペンのようにペン先がとがっていると、テープを破ってし
まいうまくかけないこともある。細かい部分には修正テープは不向きなこともあり、
修正液が必要となる場面はまだある。 
 
